
雨
の
中
、全
国
か
ら
三
、五
五
九
名
の
仲
間
が
集
結
！

国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
の
現
行
水
準
確
保
、
建
設
労
働
者
の

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、処
遇
改
善
、建
設
業
の
担
い
手
確
保
・

育
成
へ
向
け
た
施
策
を
要
求
。

七
月
五
日
、
来
年
度
の
国
保

組
合
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
確

保
と
建
設
労
働
者
の
仕
事
と
暮

ら
し
の
充
実
へ
の
諸
要
求
実
現

に
向
け
て
の
予
算
要
求
中
央
総

決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
第
一
会
場
の

日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
と
第
二

会
場
の
日
比
谷
小
音
楽
堂
に
は
、

台
風
一
過
の
雨
の
中
、
四
十
八

県
連
・
組
合
よ
り
三
千
五
百
名

の
仲
間
が
集
結
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
も
代
表
六
名

（
舩
津
執
行
委
員
長
、
田
中
副

執
行
委
員
長
、
北
村
顧
問
、
村

上
青
年
部
長
、
佐
藤
長
建
国
保

常
務
理
事
、
池
田
事
務
局
次

長
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
全
権
総
連
吉

田
三
男
中
央
執
行
委
員
長
は
、

「
公
共
工
事
の
設
計
労
務
単
価

は
毎
年
引
き
上
げ
ら

れ
、
法
定
福
利
費
も

計
上
さ
れ
て
い
る
。

業
者
は
バ
ブ
ル
期
以

上
の
利
益
を
上
げ
て
、

内
部
留
保
も
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
場
の
職
人

に
は
還
元
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で

は
若
年
技
能
者
の
現

場
離
れ
は
進
む
ば
か

り
で
あ
る
。
予
算
要

求
と
就
労
環
境
の
改

善
は
要
請
行
動
の
核

で
あ
る
。」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
地

元
選
出
の
国
会
議
員

に
要
請
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
も
村

上
青
年
部
長
は
デ
モ

隊
の
行
進
に
参
加
し

ま
し
た
。
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

（
要
請
先
）

【
参
議
院
議
員
】

金
子
原
二
郎

古
賀
友
一
郎

【
衆
議
院
議
員
】

西
岡
秀
子
・
加
藤
寛
治

谷
川
弥
一
・
北
村
誠
吾

冨
岡

勉

全
建
総
連
街
宣
車
で

増
税
反
対
を
訴
え
街
宣
行
動

六
月
十
八
日
〜
十
九
日
、

消
費
増
税
を
は
じ
め
各
種
増

税
へ
の
反
対
、
建
設
労
働
者

の
処
遇
改
善
を
訴
え
、
全
建

総
連
街
宣
車
に
よ
る
街
宣
行

動
を
実
施
。

佐
賀
県
連
よ
り
街
宣
車
を

受
け
取
り
、
二
日
間
か
け
て

大
音
量
で
テ
ー
プ
を
流
し

な
が
ら
県
内
を
廻
り
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
た

め
人
通
り
は
少
な
め
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
我
々
の

声
を
県
民
の
皆
様
に
届
け

る
こ
と
は
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

長
崎
県
内
で
の
街
宣
行

動
後
は
、
次
の
街
宣
地
の

熊
本
建
労
へ
街
宣
車
を
引

き
渡
し
終
了
し
ま
し
た
。
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熱中症に注意‼
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

全全建建総総連連77・・55賃賃金金・・単単価価引引きき上上げげ
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～組合未加入の仲間を紹介してください～

組組織織拡拡大大・・増増勢勢ににごご協協力力をを！！
●仕事とくらしを守るために組織を大きくしよう！
●組合が大きくなれば魅力やメリットも充実・発展！
●きびしい今こそ仲間の支えあい
多くの皆さんの協力（紹介）が必要です！

※紹介された未加入者が組合へ加入されたら、
3ヶ月経過後に紹介者へ金一封を贈呈中。
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六
月
二
十
六
日
㈫
、
建
設
長

崎
本
部
会
館
に
お
い
て
本
部
青

年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
体

で
九
十
三
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

今
大
会
の
議
長
に

は
茅
原
幹
事
が
選
出

さ
れ
、
円
滑
な
進
行

に
努
め
て
頂
き
ま
し

た
。議

案
審
議
に
つ
い

て
、
ま
ず
方
山
事
務

局
長
よ
り
一
年
間
の

活
動
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
特
徴
的
な

出
来
事
と
し
て
、
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
へ
の
参
加
や
、
長
崎
で
開
催

さ
れ
た
九
地
協
青
年
部
交
流
集

会
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
技
能
競
技
大
会

に
つ
い
て
、
今
回
は
出
場
選
手

が
少
な
く
開
催
中
止
と
な
っ
た

為
、
次
回
の
開
催
に
向
け
出
場

選
手
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
青

年
部
活
動
を
強
化
し
た
い
と
の

事
で
し
た
。

次
に
、
村
上
部
長
よ
り
新
年

度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
に
つ
い
て
、
寺
田

幹
事
よ
り
「
若
い
世
代
が
青
年

部
の
活
動
に
参
加
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
、
平
日
の
行
事
は
普

段
の
日
当
に
近
い
動
員
費
を
支

給
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

本
部
の
石
田
書
記
長
は
「
動
員

費
は
規
定
に
基
づ
き
支
給
を
し

て
お
り
、
変
更
す
る
に
は
本
部

執
行
委
員
会
に
て
審
議
を
行
う

必
要
が
あ
る
」
と
回
答
し
、
今

後
の
青
年
部
活
動
に
関
係
す
る

充
実
し
た
討
議
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
年
度
役
員
の
改

選
が
行
わ
れ
、
部
長
に
村
上
さ

ん
、
副
部
長
に
河
内
さ
ん
、
瀬

尾
さ
ん
、
事
務
局
長
に
方
山
さ

ん
、
幹
事
は
各
支
部
よ
り
二
名

ず
つ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
河
内
副
部
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
後
、
村
上
部
長
の

力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
今

回
の
青
年
部
大
会
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

全
建
総
連
全
国
主
婦
交
流
集

会
が
、
六
月
十
四
日
㈭
、
十
五

日
㈮
の
二
日
間
、
長
崎
市
の
ホ

テ
ル
「
矢
太
楼
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
約
二
十
年
ぶ
り
に
長

崎
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
百

九
十
名
の
主
婦
の
皆
さ
ん
が
参

加
。
建
設
長
崎
か
ら
も
十
五
名

の
主
婦
会
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

一
日
目
は
午
後
二
時
か
ら
全

体
会
議
が
あ
り
、
阿
部
実
行
委

員
長
挨
拶
の
後
、
全
建
総
連
を

代
表
し
て
吉
岡
副
中
央
執
行
委

員
長
が
「
社
会
保
障
の
予
算
が

削
減
さ
れ
る
中
、
夏
冬
の
国
保

予
算
は
が
き
行
動

で
建
設
国
保
は
昨

年
並
み
の
補
助
水

準
を
確
保
で
き
た
。

家
族
ぐ
る
み
の
運

動
に
感
謝
す
る
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
地
元
組
合

か
ら
建
設
長
崎
の
舩
津
執
行
委

員
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
全
建
総
連
の
奈
良
書
記
次

長
、
森
組
織
部
長
、
組
織
担
当

中
執
の
皆
さ
ん
か
ら
中
央
情
勢

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
八
歳
の
時

に
爆
心
地
か
ら
約
四
キ
ロ
の
地

点
で
被
爆
し
た
と
い
う
山
川
剛

さ
ん
に
、
体
験
を
交
え
な
が
ら

核
兵
器
廃
絶
と
い
の
ち
の
尊
さ
、

平
和
の
実
現
に
向
け
て
の
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
四
つ
の
テ
ー

マ
別
に
分
か
れ
て
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
一
分
科
会
は
「
全
建
総
連

（
母
体
組
合
）
の
運
動
へ
の
参

加
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
賃
金
や
組
織
拡
大
行
動
へ

の
参
加
の
報
告
や
建
設
長
崎
の

主
婦
会
が
毎
月
慰
霊
碑
の
清
掃

を
行
っ
て
い
る
等
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

第
二
分
科
会
は
「
主
婦
の
会

の
発
展
と
活
性
化
に
向
け
て
」

ベ
テ
ラ
ン
と
若
い
主
婦
が
、
餅

つ
き
や
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
参
加
し
て

交
流
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

第
三
分
科
会
で
は
「
仕
事
と

く
ら
し
に
つ
い
て
」
技

術
に
見
合
っ
た
賃
金
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
必

要
性
、
四
週
八
休
に
つ

い
て
な
ど
話
が
あ
り
ま

し
た
。
建
設
長
崎
の
金

子
主
婦
会
副
会
長
が
座
長
を
務

め
、
各
県
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。

第
四
分
科
会
で
は
「
平
和
を

守
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
平
和
行
進
を
毎
年
行
っ
て
い

る
組
合
や
二
十
三
年
間
署
名
や

チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
て
い
る
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

夜
の
全
体
交
流
会
で
は
、
建

設
長
崎
の
馬
場
主
婦
会
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、
各
県

か
ら
歌
や
踊
り
の
出
し
物
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
建
設
長
崎
の

主
婦
会
の
皆
さ
ん
も
法
被
を
着

て
、
最
後
は
皆
で
河
内
お
と
こ

節
を
炭
坑
節
の
振
り
で
踊
る
な

ど
大
変
盛
り
上
が
り
、
有
意
義

な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

⑴
本
県
の
建
設
業
を
取
り
巻
く
現

状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
質
問

担
い
手
、
人
手
不
足
が
続
い

て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
本

県
に
お
け
る
投
資
額
、
就
業
者

数
、
年
齢
構
成
等
に
つ
い
て
お

た
ず
ね
し
ま
す
。

□
答
弁
（
土
木
部
長
）

建
設
投
資
額
は
ピ
ー
ク
時
の

平
成
六
年
度
と
、
平
成
二
十
七

年
も
し
く
は
平
成
二
十
八
年
度

と
比
べ
る
と
九
、
二
〇
〇
億
円

か
ら
四
、
七
五
〇
億
円
へ
四
八

％
の
減
。
建
設
業
者
は
約
五
、

四
〇
〇
社
か
ら
四
、
九
〇
〇
社

へ
九
％
の
減
。
建
設
就
業
者
数

は
約
八
二
、
〇
〇
〇
人
か
ら
五

六
、
〇
〇
〇
人
へ
三
二
％
の
減
。

二
十
九
歳
以
下
の
割
合
は
一

七
・
五
％
か
ら
一
〇
・
二
％
へ

と
減
少
し
て
い
る
。
将
来
の
社

会
資
本
の
整
備
や
維
持
管
理
、

災
害
発
生
時
の
対
応
に
欠
か
せ

な
い
建
設
業
の
担
い
手
の
確
保
、

育
成
が
重
要
な
課
題
と
考
え
て

い
る
。

○
質
問

今
後
新
規
入
職
者
の
確
保
。

そ
し
て
担
い
手
確
保
、
特
に
若

手
の
技
能
者
の
確
保
に
つ
い
て

は□
答
弁

建
設
業
人
材
確
保
育
成
協
議

会
に
県
も
参
画
し
県
内
建
設
業

へ
の
就
職
を
促
す
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、

技
能
者
教
育
訓
練
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
鉄
筋
工
、
型
枠
工
な
ど
の

養
成
や
、
若
手
技
術
者
を
育
成

す
る
県
独
自
の
シ
ス
テ
ム
や
就

労
環
境
改
善
に
よ
る
週
休
二
日

工
事
の
試
行
な
ど
を
進
め
て
い

る
。

○
質
問

週
休
二
日
制
が
、
こ
の
業
界

で
定
着
で
き
る
の
か
ど
う
か
。

中
小
建
設
業
者
を
い
か
に
育
成

し
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
思

う
。
週
休
二
日
制
は
現
在
試
行

中
だ
が
、
例
え
ば
公
共
工
事
を

発
注
す
る
場
合
に
、
工
期
の
問

題
と
か
経
費
を
上
乗
せ
す
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
の
か
。

□
答
弁

週
休
二
日
に
つ
い
て
は
、
業

界
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
当
然
機
械
の
リ
ー

ス
料
で
あ
る
と
か
、
上
乗
せ
を

し
な
い
と
い
け
な
い
部
分
も
あ

る
と
思
う
。

○
質
問

設
計
労
務
単
価
が
現
場
の
一

次
二
次
下
請
け
に
反
映
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
。
県
の
考
え
方

を
。

□
答
弁

元
請
け
と
下
請
け
企
業
に
お

け
る
適
正
な
額
で
の
契
約
締
結

が
重
要
と
考
え
る
。
県
は
元
請

け
下
請
け
間
の
契
約
適
正
化
の

た
め
年
間
二
〇
回
以
上
の
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
、
年
二
回
の
文

書
で
の
関
係
団
体
へ
の
指
導
立

ち
入
り
調
査
や
広
報
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。
県
発
注
工
事
の

下
請
け
代
金
、
内
訳
書
の
確
認

を
し
て
い
る
。
元
請
け
下
請
け

適
正
化
対
策
連
絡
会
議
に
お
い

て
、
下
請
け
代
金
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
経
費
を
適
切
に
計
上
す

る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

○
質
問

全
国
の
全
職
種
の
平
均
は
前

年
比
プ
ラ
ス
二
・
八
％
の
一
万

八
六
三
二
円
。
平
成
二
四
年
度

と
比
較
す
る
と
四
三
・
三
％
上

が
っ
て
い
る
。
一
方
、
現
場
で

は
七
％
く
ら
い
し
か
上
昇
し
て

い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
と
思

う
が
、
県
の
発
注
す
る
工
事
に

お
い
て
さ
ら
に
周
知
を
し
て
対

応
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
住
宅
関
連
産
業
の
人
材
確
保
に

つ
い
て

○
質
問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

の
昨
年
度
ま
で
の
実
績
、
評
価

に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

□
答
弁

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
三
年

間
、
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
は
約
二
九
〇
〇
名

が
利
用
。
平
成
二
十
八
年
度
か

ら
は
三
世
代
同
居
、
近
居
促
進

事
業
を
行
い
、
二
年
間
で
約
一

九
〇
名
の
方
が
申
し
込
ん
だ
。

支
援
が
き
っ
か
け
で
リ
フ
ォ
ー

ム
に
取
り
組
ま
れ
た
と
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
。

○
質
問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
現
場
で
の
臨
機
応
変
な
対

応
と
、
総
合
的
な
技
術
力
が
求

め
ら
れ
る
。
中
小
建
設
業
者
の

人
材
確
保
、
後
継
者
の
育
成
に

も
有
効
だ
と
い
う
県
の
姿
勢
に

変
わ
り
は
な
い
か
。

□
答
弁

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
や

る
こ
と
に
よ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム

に
携
わ
る
現
場
の
技
能
者
の
実

際
の
作
業
者
の
育
成
に
貢
献
す

る
も
の
と
考
え
る
。

○
質
問

今
年
二
月
に
「
災
害
時
に
お

け
る
応
急
仮
設
木
造
住
宅
の
建

設
に
関
す
る
協
定
」
が
全
国
木

造
建
設
事
業
協
会
と
長
崎
県
で

締
結
さ
れ
た
。
住
宅
関
連
や
木

造
の
若
い
職
人
さ
ん
を
育
て
な

い
と
い
ざ
災
害
が
あ
っ
た
時
に

人
が
い
な
い
、
住
宅
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い
。

今
後
県
民
の
ニ
ー
ズ
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
木
造
住
宅
産
業
の

振
興
と
技
術
継
承
の
視
点
を

も
っ
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な

り
住
宅
関
係
の
事
業
の
推
進
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

□
答
弁

今
後
と
も
県
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
住
ま
い
づ
く
り
支
援
に

つ
い
て
は
木
造
住
宅
産
業
の
振

興
や
技
能
継
承
の
視
点
を
も
っ

て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

全
国
主
婦
交
流
集
会
約
二
十
年
ぶ
り
に
長
崎
で
開
催

本
部
青
年
部
大
会
●
各
支
部
よ
り
93
名
が
参
加
●

若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
い
対
応
を
要
望

―
今
後
に
向
け
、
活
動
の
強
化
を
―

●
一
日
目
―
平
和
の
実
現
に
向
け
て
の
講
演

●
二
日
目
―
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
分
科
会

〜
長
崎
か
ら
は
十
五
名
が
参
加
、
全
国
の
仲
間
と
懇
親
を
深
め
る
〜

坂本 浩 県議（長崎市）

6月20日定例議会で一般質問

『建設業における担い手確保と育成について』など

◀
新
年
度

本
部
ス
タ
ッ
フ

－ホテル「矢太楼」－全国より190名が参加

議会で質問する坂本浩県議

▲地元組合を代表して挨拶する
舩津委員長（中央）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第637号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）7月15日発行



《お申込みのお願い》
巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の２週間前までに組合
へお願いします。
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■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

平戸文化センター
建設長崎大村支部事務所
建設技能会館（組合本部）
島原文化会館
佐世保技能会館
時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成30年9月2日㈰
平成30年9月9日㈰
平成30年9月30日㈰
平成30年10月28日㈰
平成30年11月18日㈰
平成30年12月2日㈰

■
毎
年
八
月
は

『
高
齢
受
給
者
証
』

の
切
替
時
期
で
す
。

七
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
七

十
五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
る
ま
で
の
期
間
、
長
建

国
保
よ
り
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
本
年
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
た
め
、
八
月
一

日
以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

病
院
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に
は

保
険
証
と
一
緒
に
病
院
窓
口
に

提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
切
替
の
対
象
と
な
る
皆

様
に
は
、
長
建
国
保
事
務
局
よ

り
高
齢
受
給
者
証
の
切
替
案
内

を
六
月
中
旬
頃
に
封
書
に
て
郵

送
し
て
い
ま
す
。

▼
課
税
所
得
証
明

書
の
ご
準
備
を

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
平
成
二
十

九
年
分
（
平
成
二
十
九
年
一
月

〜
十
二
月
）
の
収
入
金
額
に
係

る
所
得
金
額
、
課
税
標
準
額
な

ど
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
皆
様
に
は
、
必

要
書
類
を
ご
準
備
の
上
、
本
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
切
替

の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
の
上
、

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
下
さ
い
。

▼
住
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
方

＝

公
的
証
明
書
が

必
要＝

平
成
三
十
年
度
の
市
民
税
・

県
民
税
が
〇
円
と
な
る
方
は
、

一
カ
月
毎
の
病
院
代
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
住

民
税
窓
口
に
て
世
帯
で
長
建
国

保
に
加
入
し
て
い
る
全
員
分
の

課
税
所
得
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
組
合
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
所
属
支
部
又
は
長
建

国
保
（
〇
九
五

八
六
二

八

四
六
三
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

巡回健診のご案内
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診断を
開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康チェック
としてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成30年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方（同
日現在の加入者で平成31年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国保の特定
健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診することが出
来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間
前までに組合支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので必ずご
確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検査項
目申込者のみ）、検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿
蛋白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検査、腎
機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力

長
建
国
保
か
ら
七
〇
歳
以
上
の
皆
様
へ

会 場
中央保健福祉センター6F

広田地区公民館

江迎地区文化会館

中央保健福祉センター6F

相浦総合グラウンド陸上競技場ミー
ティングルーム

山澄地区公民館

森山保健センター

飯盛ふれあい会館

飯盛ふれあい会館

飯盛ふれあい会館

小長井文化ホール

森山保健センター

たらみ会館

宇良分館

高来西ゆめ会館

高来会館

たらみ会館

シーハット大村文化棟

中地区公民館

郡地区公民館

シーハット大村文化棟

堺目地区活性化センター

御崎コミュニティセンター

壱部多目的集会施設

山田地区活性化センター

開発総合センター

船員福祉会館

サン・ケア平戸

船員福祉会館

開発総合センター

奈留離島開発総合センター

奈留離島開発総合センター

日 時
9：00～14：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～14：00

9：00～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00
9：00～10：30
13：00～14：30
17：00～19：00
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30

8：00～10：30

7：30～8：00

9：00～10：30
13：00～14：00
8：00～10：30
13：00～14：00
7：30～10：30
13：00～14：00
7：30～10：30
13：00～14：00

17：00～20：00

8：00～10：30

8：00～10：30

17：00～18：30

8：30～10：00

9月1日㈯

9月4日㈫

9月9日㈰

9月10日㈪

9月14日㈮

9月21日㈮

8月28日㈫

8月31日㈮

9月3日㈪

9月4日㈫

9月5日㈬

9月9日㈰

9月10日㈪

9月11日㈫

9月18日㈫

9月20日㈭

9月21日㈮

9月12日㈬

9月13日㈭

9月14日㈮

9月15日㈯

8月1日㈬

8月2日㈭

8月6日㈪

8月7日㈫

8月8日㈬

8月24日㈮

8月25日㈯

9月8日㈯

9月9日㈰

佐世保市

諫早市

大村市

平戸市

五島市

会 場
三井楽町公民館

福江総合福祉保健センター4階

福江総合福祉保健センター4階

福江総合福祉保健センター4階

福江総合福祉保健センター4階

福江総合福祉保健センター4階

福江島開発総合センター

岐宿町公民館山内分館

富江町町民センター3階

時津町北部コミュニティセンター

時津町コスモス会館

時津町コスモス会館

時津公民館（時津町保健センター）

時津公民館（時津町保健センター）

時津公民館（時津町保健センター）

健康センター

健康センター

川棚町中央公民館

農村環境改善センター

総合文化会館

日 時
8：30～9：30

8：00～9：30
8：00～9：30
13：00～14：00
17：00～18：30

8：00～9：30
8：00～9：30
13：00～14：00
17：00～18：30

8：30～10：30

8：00～9：30

8：00～9：30

8：30～10：30

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～12：00

8：30～12：00

8：30～10：00

8：00～10：00
13：00～14：30
8：00～10：00
13：00～14：30

9月10日㈪

9月11日㈫

9月12日㈬

9月13日㈭

9月14日㈮

9月15日㈯

9月18日㈫

9月19日㈬

9月20日㈭

8月2日㈭

8月3日㈮

8月4日㈯

8月5日㈰

8月6日㈪

8月7日㈫

8月3日㈮

8月4日㈯

8月1日
～5日

8月16・17日

8月18日
～20日

五島市

時津町

長与町

川棚町

波佐見町

会 場
東公民館（東部地区にこにこセンター
3階）

琴海南部文化センター

才木公民館

琴海文化センター

琴海さざなみ会館

南部市民センター

野母地区公民館

黒浜公民館

野母崎木場公民館

高浜地区公民館

脇岬地区公民館

野母崎樺島地区公民館

古賀地区市民センター

野母崎文化センター

伊王島開発総合センター

長崎ブリックホール（国際会議場）「夜
間がん検診」

小江原地区ふれあいセンター

黒崎地区公民館

外海ふるさと交流センター

香焼公民館

野母崎文化センター

北公民館（チトセピア3階）

椿が丘自治公民館

岳路自治公民館

川原地区公民館

蚊焼地区公民館

北地区公民館

中央保健福祉センター6F

早岐地区公民館

中央保健福祉センター6F

中里皆瀬地区文化ホール

宮地区公民館

日 時
9：30～11：00
13：30～15：00

9：15～11：00

13：45～15：00

9：15～11：00

9：15～11：00

9：30～11：00

9：00～11：00
13：00～14：30

9：00～11：00

13：00～14：30

9：00～11：00
13：00～14：30
9：00～11：00
13：00～14：30
9：00～11：00
13：00～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30

8：00～11：00

9：00～11：00
13：00～14：00

17：00～19：00

9：30～11：00

9：30～11：00

13：30～15：00

9：00～11：00
13：00～14：30
9：00～10：00
13：00～14：00
9：30～11：00
13：30～15：00

8：30～11：00

13：30～15：00

9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00

9：00～11：00

9：00～14：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

8月18日㈯

8月21日㈫

8月22日㈬

8月23日㈭

8月29日㈬

8月30日㈭

8月31日㈮

9月3日㈪

9月4日㈫

9月6日㈭

9月7日㈮

9月9日㈰

9月11日㈫

9月12日㈬

9月13日㈭

9月14日㈮

9月19日㈬

9月21日㈮

9月22日㈯

9月25日㈫

9月26日㈬

9月27日㈭

8月1日㈬

8月5日㈰

8月6日㈪

8月17日㈮

8月21日㈫

8月22日㈬

長崎市

佐世保市

組合の特定健診は、組合指定の医療機関や巡回健診の他
に、県内各市町が実施する特定健診（集団健診）でも受診
することができます。今回、下記の通り実施されますので
お住まいの地域で実施される集団健診もぜひご利用下さい。

平成30年度長崎県内市町実施特定健診
【集団健診】日程表《8月～9月》

◆集団健診ご利用にあたっての注意事項◆
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」と「保険
証」、記入済みの「質問票」を必ず持参して下さい。
2．佐世保市、大村市、対馬市、長与町では事前予約が必
要ですのでご注意下さい。
3．集団健診は、当該市町に居住する方のみ受診可能です。
尚、一部の会場では市町国保に加入する方の受診が優先
され人員等の理由により受診できない場合があります。
4．掲載の日時、会場等については変更される場合があり
ます。
5．市町によっては、各種がん検診も同時に実施されます
ので、詳細につきましては、各市町窓口へお問い合わせ
いただくか、市町発行の広報誌にてご確認下さい。

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）7月15日発行建 設 長 崎第637号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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ち
ょ
っ
と
一
息

親
睦
旅
行
会
〜
大
分
を
堪
能
〜

梅
雨
の
晴
れ
間
六
月
十
七
日

㈰
〜
十
八
日
㈪
に
中
央
支
部
は

十
九
名
の
参
加
で
恒
例
の
支
部

旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

大
分
県
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

朝
七
時
三
十
分
に
長
崎
を
出

発
し
一
路
「
青
の
洞
門
」
を
め

ざ
し
ま
す
。
車
内
で
は
早
々
に

ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
ス
タ
ー
ト
、
道
中
は

楽
し
く
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
に

最
初
の
目
的

地
「
青
の
洞

門
」
に
到
着

し
ま
し
た
。

大
き
い
山
国

川
に
面
し
て

そ
そ
り
立
つ

競
秀
峰
の
裾

に
あ
る
ト
ン

ネ
ル
で
す
。

江
戸
時
代
に

旅
の
途
中
こ

の
地
を
訪
れ
た
禅
海
和
尚
が
鎖

渡
し
と
呼
ば
れ
る
難
所
で
命
を

落
と
す
人
馬
を
見
て
洞
門
開
削

工
事
に
取
り
掛
か
り
約
三
十
年

の
歳
月
を
か
け
明
和
元
年
（
一

七
六
四
年
）
に
完
成
し
た
も
の

で
す
。
ノ
ミ
と
槌
だ
け
で
掘
り

ぬ
い
た
ず
い
道
の
長
さ
は
三
四

二
メ
ー
ト
ル
、
う
ち
ト
ン
ネ
ル

部
分
の
延
長
が
約
一
四
四
メ
ー

ト
ル
あ
り
ま
す
。
ノ
ミ
の
跡
が

残
っ
て
お
り
禅
海
和
尚
の
不
屈

の
精
神
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。
こ

の
ト
ン
ネ
ル
を
散
策
し
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
洞
門
で
昼
食
を
と
り
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
休
憩
し
次
の

訪
問
地
「
宇
佐
神
宮
」
に
到
着
。

境
内
の
広
さ
に
ま
ず
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
参
拝
前
に

手
水
舎
で
手
と
口
を
す
す
ぎ
清

め
、
宇
佐
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
上

宮
を
目
指
し
ま
す
。
御
神
木
の

大
楠
は
高
さ
が
三
〇
メ
ー
ト
ル

幹
ま
わ
り
約
五
メ
ー
ト
ル
の
風

格
あ
る
御
神
木
で
多
く
の
人
に

パ
ワ
ー
を
授
け
て
く
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

パ
ワ
ー
を
も
ら
お
う
と
す
る

人
の
姿
が
多
か
っ
た
で
す
。
私

た
ち
中
央
支
部
の
皆
さ
ん
も

し
っ
か
り
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て

来
ま
し
た
。

安
心
院
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
み

ん
な
試
飲
を
し
、
お
土
産
の
ワ

イ
ン
を
買
い
ま
し
た
。
そ
し
て

安
心
院
で
は
専
門
の
ガ
イ
ド
さ

ん
に
案
内
さ
れ
、
民
家
の
壁
に

鏝
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鏝
絵
と
は
家
の
土
蔵
や
妻
壁
、

戸
袋
に
書
か
れ
た
レ
リ
ー
フ
の

こ
と
で
す
。
明
治
の
初
め
に
盛

ん
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
と
て
も
珍
し
か
っ

た
で
す
。
一
日
目
の
最
後
は
別

府
温
泉
ホ
テ
ル
三
泉
閣
へ
着
き

ま
し
た
。
旅
の
疲
れ
を
温
泉
で

癒
し
た
後
は
夜
の
宴
会
が
ス

タ
ー
ト
、
い
つ
も
通
り
カ
ラ
オ

ケ
で
大
盛
り
上
が
り
、
踊
り
も

飛
び
出
し
一
層
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
二
日
目
は
八
時
三
〇

分
に
出
発
し
竹
田
市
に
あ
る

「
岡
城
跡
」
へ
、
建
物
こ
そ
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
苔
に

覆
わ
れ
た
石
垣
の
独
特
の
趣
を

味
わ
え
ま
し
た
。
竹
田
市
で
は

武
家
屋
敷
、
湧
水
等
を
散
策
し

湯
布
院
へ
、
そ
こ
で
昼
食
を
取

り
湯
布
院
を
散
策
し
な
が
ら
お

土
産
を
買
い
ま
し
た
。

帰
り
の
時
間
に
な
り
最
後
は

高
速
道
路
を
ひ
た
走
り
、
帰
り

の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
い
大
分
の
旅
で
し
た
。
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

三
重
・
畝
刈
分
会

合
同
釣
り
大
会

浦
上
西
支
部
で
は
、
六
月
十

日
㈰
、
毎
年
恒
例
の
釣
り
大
会

を
三
重
分
会
・
畝
刈
分
会
の
合

同
で
総
勢
十
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

朝
六
時
半
に
集
合
し
、
雨
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
皆
さ
ん
の

普
段
の
行
い
が
良
い
お
か
げ
で
、

曇
り
空
で
若
干
の
風
は
あ
り
ま

し
た
が
無
事
に
出
港
し
ま
し
た
。

お
昼
ま
で
の
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い

の
中
、
釣
果
も
ま
ず
ま
ず
で
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

お
昼
か
ら
は
釣
っ
た
魚
を

お
つ
ま
み
に
、
ビ
ー
ル
で
喉

を
潤
し
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
を

一
時
満
喫
し
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

大
漁
賞

里
野

富
晴
さ
ん

大
物
賞

濱
口

信
夫
さ
ん

業
者
会
総
会
・
研
修
会

〜
大
分
県
別
府
に
て
議
論
を
交
わ
す
〜

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設

業
協
会
平
戸
支
部
協
会
で
は
、

六
月
十
四
日
・
十
五
日
に
第
三

十
九
回
定
期
総
会
・
研
修
会
を

大
分
県
別
府
市
に
て
実
施
し
ま

し
た
。

例
年
で
は
、
五
月
中
旬
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
日

程
の
都
合
で
六
月
の
実
施
と
な

り
、
梅
雨
の
時
期
と
い
う
こ
と

で
天
候
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
二
日
間
だ
け
は

幸
い
な
こ
と
に
天
候

に
恵
ま
れ
、
絶
好
の

研
修
日
和
と
な
り
ま

し
た
。

最
初
の
見
学
地
で

あ
る
小
倉
城
で
は
、

建
築
の
歴
史
を
学
び
、

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
建
物
の
構

造
は
も
ち
ろ
ん
、
庭

の
手
入
れ
や
堀
に
つ

い
て
ま
で
議
論
さ
れ
、

お
土
産
屋
ま
で
も
が

そ
の
討
論
の
議
題
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
の
会
場
で
あ

り
ま
す
別
府
温
泉
へ
と
向
か
い
、

支
部
協
会
だ
け
で
な
く
平
戸
市

へ
の
要
望
や
課
題
も
総
会
の
議

論
に
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
に
は
、
懇
親
会
へ
と
移
り
、

大
分
県
の
料
理
・
お
酒
を
堪
能

し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
前
日
の
疲
れ
を

感
じ
さ
せ
ず
、
予
定
時
間
前
に

宿
を
出
発
し
、
湯
の
花
小
屋
の

見
学
、
湯
布
院
の
町
並
み
を
観

光
し
ま
し
た
。
朝
は
元
気
だ
っ

た
皆
様
が
時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
静
か
に
な
っ
て
い
き
予
定

よ
り
早
い
帰
宅
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
方
二
日
間

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
西
田
）

職
長
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
講
習
の
実
施

組
合
で
は
、
六
月
二
十
一
日
、

二
十
二
日
に
「
職
長
・
安
全
衛

生
責
任
者
教
育
」
と
「
能
力
向

上
教
育
」
の
二
つ
の
講
習
を
実

施
。
二
日
間
で
十
四
名
の
方
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習

は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
た
現
場
に
お
け
る

職
長
を
対
象
と
し
た
講
習
で
あ

り
、
講
習
内
容
は
、
講
師
に
よ

る
テ
キ
ス
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
用
し
た
講
義
の
他
、

五
名
程
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て

の
討
議
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

受
講
者
に
は
、
講
習
終
了
後
に

終
了
証
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

◎
職
長
教
育
と
は
、
建
設
現
場

等
で
直
接
労
働
者
を
指
揮
す
る

職
長
を
対
象
と
し
た
、
労
働
者

の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
、
労
働
安
全
衛
生
法
で
定

め
ら
れ
た
安
全
衛
生
教
育
で
す
。

◎
安
全
衛
生
責
任
者
と
は
、
建

設
業
に
お
け
る
大
規
模
建
設
現

場
に
お
い
て
、
作
業
を
請
け
負

う
会
社
の
責
任
者
の
方
が
、
労

働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

安
全
衛
生
水
準
の
確
保
を
図
り
、

管
理
監
督
者
と
し
て
、
適
切
に

職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
教
育

で
す
。

◎
建
設
業
で
は
、
職
長
が
安
全

衛
生
責
任
者
を
兼
務
す
る
こ
と

が
多
く
、
職
長
教
育
と
安
全
衛

生
責
任
者
教
育
を
統
合
し
た

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教

育
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
能
力
向
上
教
育
と
は
、
職
長

及
び
安
全
衛
生
責
任
者
に
つ
い

て
、
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
後
、
概
ね
五
年
ご
と
に
、

受
講
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

再
教
育
（
能
力
向
上
教
育
）
の

こ
と
で
す
。

二
〇
一
八
年
六
月
三
〇
日
に

バ
ー
レ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
世

界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
関
連
遺
産
」
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
事
が
決
定

し
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
禁

止
さ
れ
た
江
戸
時
代
、
現
在
の

長
崎
県
や
熊
本
県
天
草
地
方
で

ひ
そ
か
に
信
仰
を
守
り
続
け
て

き
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
。
島
原
・

天
草
一
揆
の
舞
台
で
あ
る
原
城

跡
、
聖
地
の
山
や
島
、
大
浦
天

主
堂
な
ど
両
県
内
に
あ
る
一
二

の
関
連
遺
産
が
登
録
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

が
日
本
の
伝
統
的
宗
教
や
一
般

社
会
と
共
生
し
な
が
ら
育
ん
だ

独
特
の
文
化
的
遺
産
で
す
。
こ

の
機
会
に
一
度
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中央
支部

平戸
支部

浦上西
支部

平成30年度支部大会開催日程
平成30年度の各支部大会を下記日程で予定しています。この一
年間の活動の報告と新年度の活動方針等についてそれぞれ協議さ
れます。
組合員さんにはご出席いただきますようお願いいたします。

会 場

長崎地区労会館2階

大浦区民センター

長崎南商工会

東長崎支所2階

組合本部会館

組合本部会館

時津町北部コミュニティセンター

諫早市勤労者福祉会館

支部事務所

ウエディング石川マーキーズ

JAさせぼホール

広田地区公民館

中里皆瀬地区公民館

サンパーク吉井

平戸海上ホテル

※日程、会場については変更になる場合があります。

開催期日

19：00

19：00

19：00

18：30

19：00

19：00

19：00

19：00

19：00

18：00

18：00

19：00

19：00

18：30

18：00

8月23日㈭

9月4日㈫

8月22日㈬

9月5日㈬

8月31日㈮

8月27日㈪

9月11日㈫

8月29日㈬

8月24日㈮

9月13日㈭

9月14日㈮

8月30日㈭

8月20日㈪

8月28日㈫

9月12日㈬

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

～青の洞門にて～

～小倉城にて～

～和気あいあいの釣り大会～

～講習の様子～
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